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例、肉腫様癌 2例、腺扁平上皮癌 1例)のパラフィンブロックから作製した TMAに IgG4、IgGの免
疫染色を行い、それぞれのコア(径 2mm)で陽性細胞数を数えた。TMA で IgG4 陽性形質細胞が＞20
個/強拡大視野かつIgG4/IgG比が25%を超えるコアの症例については、手術標本でもIgG4、IgGの
免疫染色を行った。 






リアを満たす＞50個/強拡大視野の IgG4陽性形質細胞かつ 40%を超える IgG4/IgG比が確認された













原発非小細胞癌(NSCLC)の tissue microarray (TMA)と通常の手術標本を用いて、間質内
のIgG4陽性形質細胞数、IgG4/IgG比を解析し、組織内のIgG4陽性形質細胞浸潤と臨床病
理像の相関を調べた。TMAで 294例中 35例(12%)の NSCLCに>20個/強拡大視野の IgG4陽
性形質細胞が認められた。これら 35例の手術標本を観察したところ、34例(97％)で、IgG4
関連疾患に比較的特徴的とされる閉塞性血管炎が腫瘍内あるいは腫瘍辺縁にみられた。既
往あるいは経過観察中に IgG4 関連疾患を認めた患者はいなかった。対物 40 倍視野で 20
個を超える IgG4 陽性形質細胞を伴ったステージ I の扁平上皮癌は全生存率で予後良好な
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